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台風第19号の被害等について

※社会資本整備審議会河川分科会 気候変動を踏まえた⽔災害対策検討⼩委員会（第1回）での令和元年台⾵19号
の全国的な被害等に関する資料を、事務局にて編集し、情報共有を⾏う。



令和元年台風19号の特徴（降雨）
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○ 10 ⽉6 ⽇に南⿃島近海で発⽣した台⾵第19 号は、12 ⽇19 時前に⼤型で強い勢⼒で伊⾖半島に上
陸した。その後、関東地⽅を通過し、13 ⽇12 時に⽇本の東で温帯低気圧に変わった。

○ ⾬については、10 ⽇から13 ⽇までの総降⽔量が、神奈川県箱根で1000 ミリに達し、東⽇本を中⼼
に17 地点で500 ミリを超えた。特に静岡県や新潟県、関東甲信地⽅、東北地⽅の多くの地点で3、6、
12、24時間降⽔量の観測史上1 位の値を更新するなど記録的な⼤⾬となった。

○ 降⽔量について、6時間降⽔量は89地点、12時間降⽔量は120地点、24時間降⽔量は103地点、48
時間降⽔量は72地点で観測史上1位を更新した。



令和元年台風19号の特徴（水位）

3

○ 国管理河川の阿武隈川⽔系阿武隈川、鳴瀬川⽔系吉⽥川、信濃川⽔系千曲川、久慈川⽔系久慈川（3
カ所）、那珂川⽔系那珂川（3カ所）、荒川⽔系越辺川（2カ所）・都幾川では堤防が決壊。

○ これらの河川では、観測⽔位が既往最⾼⽔位を超過⼜は迫る⽔位となった区間がある。



令和元年台風19号による被害（一般被害）

○ 令和元年台⾵第１９号の豪⾬により、極めて広範囲にわたり、河川の氾濫やがけ崩れ等が発⽣。これ
により、死者90名、⾏⽅不明者9名、住家の全半壊等4,008棟、住家浸⽔70,341棟の極めて甚⼤な
被害が広範囲で発⽣
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※消防庁「令和元年台⾵第１９号による被害及び
消防機関等の対応状況（第３２報） 」（令和元年10⽉28⽇6:30現在）



令和元年台風19号による被害（一般被害の特徴）

○ 原因外⼒別に犠牲者数を近年（1999〜2018）の災害と⽐較すると、洪⽔関連（洪⽔・河川）犠牲者
の⽐率が⾼い。

○ 年代別の犠牲者を近年の災害と⽐較すると、60代以上の⽐率が⾼い。
○ 遭難場所別の犠牲者を近年の災害と⽐較すると、屋外で犠牲になった⽐率が⾼い。
○ 屋外での犠牲者を近年の災害と⽐較すると、⾞内の⽐率が⾼い。
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令和元年台風19号による被害（一般被害の特徴）

○ 「洪⽔」「河川」犠牲者の５割強が浸⽔想定区域内の範囲内。これは近年の災害と⽐較しても⽐率が
⾼い。

○ 「⼟砂」犠牲者については、絶対数が少なく評価が難しい。
○ 報道によると、東京都内では、避難者が殺到し避難所が満員になるなど、住⺠が⼊りきらないという

事態も発⽣した。
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危機管理型ハード対策の効果発揮事例

○ 氾濫リスクが⾼いにも関わらず、当⾯の間、上下流バランス等の観点から堤防整備に⾄らない区間な
どについて、決壊までの時間を少しでも引き延ばすよう、堤防構造を⼯夫する「危機管理型ハード対
策」を進めているところ。

○ 荒川⽔系都幾川では、今般の台⾵第19号により危機管理型ハード対策を実施した箇所で越流（越流
時の⽔深は約25㎝）が発⽣したものの、堤防の決壊に⾄らなかった。
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利水者の協力による事前放流の実施事例（利根川水系 草木ダム）

○ 台⾵19号による⼤規模な出⽔に対し事前放流を実施し、洪⽔調節により約2,184万m3をダムに貯留。
○ 洪⽔調節容量は2000万m3で、事前放流がなければ、異常洪⽔時防災操作に移⾏していたと想定。
○ この場合、ダムからの放流量が増加し、約1100m3/sの放流となっていたと想定。
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要援護者施設における対応（川越市の特別養護老人ホーム）
○ 埼⽟県川越市の川越キングスガーデンでは、過去の⽔害経験を踏まえ、洪⽔に対する避難確保計画を

作成しており、毎年、避難訓練を実施
○ 平成30年11⽉の関東地⽅整備局、埼⽟県及び川越市等による「避難確保計画作成の講習会（前期・

後期）」に参加し、平成31年１⽉に避難確保計画を⾒直し・提出
○ 令和元年10⽉の台⾵第19号においても、避難確保計画及び避難訓練に基づき、迅速な避難⾏動を実

施し、職員、利⽤者100⼈全員が無事避難
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ソフト対策における課題
○ 「⼤規模広域豪⾬を踏まえた⽔災害対策のあり⽅について〜複合的な災害にも多層的に備える緊急対

策〜答申」（H30.12⽉）を受け、施設能⼒を上回る事象が発⽣する中で、⼈命を守るための各取組
を進めているところであるが、台⾵第19号では、広域で同時多発的に浸⽔被害が発⽣したことなど
により、情報発信等に関する新たな課題が浮き彫りとなった。
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近畿地方における令和元年
台風第10号の被害と対応等について

※近畿地⽅整備局にて作成された令和元年出⽔の被害と対応状況等に関する資料を
事務局にて編集し、情報共有を⾏う。



近畿地方の河川の水位状況
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＜府県管理河川＞
●氾濫危険水位超過
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：河川 ：ダム ：建設中ダム

（機）：（独）水資源機構ダム

凡 例

計画高水位超過

氾濫危険水位超過

氾濫注意水位超過

平谷地点（新宮川水系）
累加雨量 775mm
※降り始めからの総雨量

上北山地点（新宮川水系）
累加雨量 834mm
※降り始めからの総雨量

台風進路・天気図等

8/14 21時

8/15 9時

8/15 21時

8/14 9時

８月１５日 ９：００

累加レーダ雨量

○ 台⾵第10号は 8⽉15⽇に近畿地⽅に接近し、15⽇から16⽇
にかけて近畿地⽅では南部で激しい⾬が降り、降り始めから
の⾬量は多いところで約８００ミリを超過。

○ 国管理河川の新宮川⽔系相野⾕川では、計画⾼⽔位を超過
（これまでの輪中堤整備により家屋浸⽔回避）。また、和歌
⼭県管理河川の７⽔系７河川で氾濫危険⽔位を超過



被害の概要（新宮川水系相野谷川）
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○ 相野⾕川では、計画⾼⽔位４．５７ｍを超過し、⽔位のピークは６．２６ｍまで達した。
○ 国管理河川の新宮川⽔系相野⾕川では、計画⾼⽔位を超過（これまでの輪中堤整備により家屋浸⽔回避）。

■⽔位の状況（⾼岡⽔位流量観測所）【８⽉１６⽇ ９時時点】

６．２６ｍ（８月１６日２：００）

8月16日 2時8月15日 9時

8月16日 １時8月15日 17時
写真③

■相野⾕川の⽥畑浸⽔状況

←相野谷川
←相野谷川

浸水前 浸水時

浸水前 浸水時

写真④

高岡地区
輪中堤

輪中堤

高岡地点（8/15 16:30）

大里地区
輪中堤

鮒田地区
輪中堤

高岡輪中堤

台風通過後の相野谷川（8/16 15:50）

写真①

凡 例

Ｒ１台風１０号浸水範囲

高岡水位観測所(2.0k)
たかおか

写真②

高岡輪中堤

新宮市

和歌山県

紀宝町

三重県



近畿地方整備局の事前の対応
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○ 台⾵第１０号は、８⽉６⽇にマリアナ諸島近海で発⽣、強⾵域が広く、動きが遅いことから、近畿地⽅にお
いても、⾼潮や⻑時間の豪⾬等が予測されていた。

○ そのため、近畿地⽅整備局においては、関係機関との情報共有や連携のもと、気象台との共同記者会⾒によ
る注意の呼びかけ、排⽔ポンプ⾞の前進配置、利⽔者の協⼒に基づくダムの事前放流による洪⽔調節容量の
追加的確保などの事前の対応を実施。

井川
水災害予報センター長

気象台との共同記者会見（8/15 11:00～） 排水ポンプ車の前進配置 ＜熊野川３台（8/14～） 、由良川７台（7/19～）＞

排水ポンプ車準備状況

（新宮市相筋地先）

由良川熊野川・相野谷川



整備効果【日足地区（河道掘削及び利水ダムの治水協力により家屋の浸水被害を回避）】

○ 和歌⼭県新宮市⽇⾜地区では、平成23年の出⽔後、治⽔安全度の向上を図るため、熊野川の河道掘削を実
施するとともに、利⽔ダムの治⽔協⼒に向けた利⽔者との情報交換などを進めていた。

○ 令和元年台⾵第10号出⽔においては、防災・減災、国⼟強靱化３ヶ年緊急対策により加速化した河道掘削
や発電専⽤ダムである⾵屋ダム・池原ダム（電源開発）の治⽔協⼒の結果、約1.3mの⽔位低減効果があり、
家屋の浸⽔被害を回避（家屋浸⽔が発⽣するまで残り約30cm）。

たなご

■田長地区
河道掘削

わけ

■和気地区
河道掘削

熊野川 河道掘削
（3か年緊急対策等）

熊野灘

池原ダム風屋ダム

日足地区

熊野灘

3.2万m3済
/全体5万m3

2万m3済
/全体5万m3

和気地区（三重県）
河道掘削の状況

河道掘削無し・利水ダムの治水協力無し12.3m

20.2k

河道掘削有り・利水ダムの治水協力有り
（今回の出水の最高水位11.0m）

約1.3m水位低下

治水事業や利水者の協力により、約1.3m水位が低減した。
結果、家屋浸水が発生する水位まで上がらなかったことにより、
家屋の浸水被害を回避できたと推定

家屋浸水が発生する
水位11.3m
（家屋浸水発生まで

残り約0.3m）

家屋浸水被害無し
農地浸水は調査中

8月16日2:00

田長地区（和歌山県）
河道掘削の状況

日足地区

風屋ダム

池原ダム

⽇⾜観測所の⽔位

発電に必要な
水位を下げて
貯留量を確保

発電に必要な
水位を下げて
貯留量を確保

下流への放流量の低減を
図るため、最も流入量が
多いときにダムに貯留
（約1,800万m3貯留）

河道掘削と利水ダムの治水協力
により家屋が浸水する水位より
もピーク水位を低く抑制

河道掘削・利水ダムの治水協力がないときの水位

今回の
ピーク水位

家屋が浸水する水位

下流への放流量の低減を
図るため、最も流入量が
多いときにダムに貯留
（約2,800万m3貯留）

常時満水位

常時満水位

8/14                       8/15                  8/16

8/14                       8/15                  8/16

8/14                       8/15                  8/16

日足観測所の水位

風屋ダム 貯留状況
8月16日12時時点

12.3m
11.3m
11.0m

利⽔ダム
の治⽔協⼒
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ホットライン 実施状況
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・協議会により顔の⾒える関係を築き、避難勧告・指⽰に繋がる
ホットラインを実施。

事務所と市町村間で避難判断に繋がる情報連絡を
合計１８市町村、延べ２２回実施。

事務所 実施市町 実施回数

豊岡河川国道
１

（豊岡市）
１

木津川上流河川

９
（名張市、伊賀市、津市、宇
陀市、山添村、御杖村、曽
爾村、南山城村、笠置町）

９

紀伊山系砂防
２

（五條市、十津川村）
２

紀の川ダム統合管理
４

（五條市、吉野町、下市町、
大淀町）

４

紀南河川国道
２

（新宮市、紀宝町）
６

合計 １８ ２２

－凡例－

事 務 所

ホットライン市町村

事 務 所 管 内 紀南河川国道事務所

豊岡河川国道事務所

木津川上流河川事務所

紀の川ダム統合管理事務所

紀伊山系砂防事務所



SNS等による防災情報の発信

17災害に関する注意喚起近畿地⽅整備局河川部 公式Twitter

○ 近畿地⽅整備局河川部及び各事務所の公式Twitterアカウントで、災害に関する注意喚起、防災情報・カメ
ラ映像などの防災情報を発信。



ライブ映像によるリアリティーのある災害情報の積極的な配信
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○ 近畿地⽅整備局河川部のYouTube公式アカウント「国⼟交通省近畿地⽅整備局⽔災害予報センター」 にお
いて１６河川×１箇所（5秒更新）で河川監視カメラ画像を配信。

○ リアリティーのある気象の状況や河川の状況を住⺠⼀⼈⼀⼈に伝達するため、河川監視カメラを活⽤し、通
常の⽂字情報に加え、画像・映像によるリアリティーのある災害情報の積極的な配信を実施

河川監視カメラ画像配信箇所⼀覧近畿地⽅整備局河川部youtubeによる河川監視カメラ画像配信

⽔系名 河川名 カメラ所在地 CCTV名称
由良川⽔系 由良川 京都府福知⼭市 猪崎
淀川⽔系 桂川 京都府京都市 渡⽉橋上流

淀川 ⼤阪府枚⽅市 淀川河川事務所２
⽊津川 京都府⼋幡市 上津屋橋
猪名川 ⼤阪府池⽥市 ⼩⼾
名張川 三重県名張市 名張⼤橋
野洲川 滋賀県野洲市 野洲川⽔位流量観測所

⼤和川⽔系 ⼤和川 奈良県⼤和郡⼭市 板東
⼤和川 ⼤阪府堺市 遠⾥⼩野

円⼭川⽔系 円⼭川 兵庫県豊岡市 ⽴野⼤橋
加古川⽔系 加古川 兵庫県⻄脇市 板波
揖保川⽔系 揖保川 兵庫県たつの市 ⿓野
紀の川⽔系 紀の川 和歌⼭県和歌⼭市 湊
新宮川⽔系 熊野川 和歌⼭県新宮市 熊野⼤橋
九頭⻯川⽔系 九頭⻯川 福井県福井市 福井市中⾓付近
北川⽔系 北川 ⼩浜市⾼塚 ⼩浜市⾼塚付近



国土交通省職員（専門家）による解説
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○ ＮＨＫ放送の報道番組において、最新の河川の状況について、近畿地⽅整備局から電話中継にて専⾨家によ
る解説を計2回実施。（8⽉15⽇ 14:40〜,18:20〜）

○ 和歌⼭県と三重県を流れる熊野川の状況や、近畿地⽅での河川⽔位の状況や今後注意すべき点について説明。

電話中継の実施状況 川の防災情報（洪⽔予報・⽔位周知河川情報発表地域図 ）

近畿地方整備局 細川水災害対策専門官



新聞・テレビ等からのネットメディア（災害情報サイトへ）への誘導、情報サイトの活用
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○ 台⾵接近時等のタイミングで、避難⾏動を解説する記事の掲載と合わせて、⼆次元コードを新聞紙⾯に表⽰
して災害情報サイトにリンクさせるなど、紙⾯からネット情報に誘導。

○ 報道番組の気象キャスターによる「川の防災情報」の紹介および活⽤⽅法などの説明により住⺠の災害情報
サイトの活⽤促進。

関⻄テレビ放送「報道ランナー」より （8⽉15⽇放送）産経新聞（8⽉14⽇）


